
■と き

令和７年５月１５日（木）

午後６時より

■ところ

飯豊町立第二小学校

■内 容

〇第二小学校校舎見学

〇新委員への委嘱状の交付

〇協議…事務局、専門部会の提案事項について

新委員のご紹介

＊新年度の役員会改選があり、３名の新委員の皆様に委嘱状を交付しました。

＜事務局より＞

統合校の校歌・校章について、本委員会で協議し、統合方針として、これまで公表・説明させていただ

いたとおり、新しい学校の開校ではなく、義務教育学校「飯豊町立いいでの森学園」開校までの間の極小

規模学校・複式学級解消の緊急的・段階的な措置としての統合であることより、「第二小学校の校歌・校章

を使用すること」が承認されました。

統合校の令和８年４月からの通学のあり方について本委員会で協議し、以下のことが承認されました。

今後、具体的な計画案を作成するにあたっては、安全面に十分に配慮するよう意見が出されました。

■通学のあり方

1. 現第二小校区の児童は、現在の通学路、通学班での通学とします。

u これまでどおり、学校から夏季は４．０ｋｍ以上、冬期は２．０ｋｍ以上の距離に住所がある場合は

スクールバスの対象とします。

u スクールバスでの特例措置はこれまでどおり行います（低学年のみの通学への対応、熊対策、熱中症

対策等、学校と協議して実施します）。

2. 現手ノ子小・現添川小校区の児童は、８年度においては、スクールバスでの通学とします。

氏名（敬称略） 役職等

小野 誠庸 第二小学校PTA会長

伊藤 孝之 手ノ子小学校PTA会長

横澤 由美 添川小学校PTA母親委員長

第 2 号 令和７年6月発行

編集・発行 統合準備委員会

----------問い合わせ先---------

事務局： 飯豊町教育委員会

教育総務課

会議の様子▲
前回の本委員会の折に、第二小学校の施

設を実際に見たいという意見があったこと

を踏まえ、第二小学校の皆様のご厚意によ

り、委員一同で学校見学をさせていただき

ました。委員の皆様からは、「木材がふんだ

んに使われた素晴らしい校舎である。」とい

った声が聞かれました。

確 認 し た こ と

統合校の校歌・校章は「第二小学校の校歌・校章を使用すること」を確認

統合校の通学のあり方の方針を確認



■スクールバスの運行について

スクールバス停留所を選定し、安全で効率的なルートでの運行に努めます。

■登下校の安全対策

1. 保護者・地域住民の協力による登下校の見守り体制を構築します。

2. 関係団体が連携した通学路安全点検を毎年実施します。

■今後の進め方

1. ８年度分のスクールバス運行計画は、事務局が立案し、７月の統合準備委員会の中で検討します。そ

の後、結果を公表し、保護者などから意見を聴取します。

2. ７年度の夏季と冬季に１回ずつ、当該学校の協力をいただき、スクールバス運行計画に沿って実際に

児童を乗せての試行を予定します。

3. ９年度以降は、８年度の通学方法を再検証したうえで、教育委員会事務局で運行計画を立案し、学校

及び保護者の意見をもらったうえで、見直しを図ります。

＜教育課程部会より＞

学校教育目標等の検討方針について、部会より、以下のことが提案され、本委員会で承認されました。

「第二小学校・手ノ子小学校・添川小学校の統合」並びに「義務教育学校開校」

に関するご質問や心配事は、こちらまでお寄せください。

【事務局】飯豊町教育総務課 義務教育学校準備室 E-mail:i-junbi@town.iide.yamagata.jp

統合校の学校教育目標、経営方針、年間教育計画等の検討方針を確認

【停留所の選定基準】

① 公平性を重視し、児童の自宅玄関前から学校までのような、いわゆる「ドア to ドア」にならないよう

にする。

② 停留所は、学校や公民館等の公共施設を活用する。

③ やむを得ず、②以外の場所となる場合は、バスが安全に停車でき、かつ安全な乗降スペースが確保で

きる場所であること。また、風雨や降雪を考慮し、屋根がある場所を優先すること。

④ 教育委員会は、停留所の案が決まり次第、速やかに利用対象となる保護者へ周知し、相談会を開催す

るなどして意見や要望を聴取し、修正等を検討すること。

1. ７年度の第二小学校のものをベースに検討・作成します（理由は、前記の校歌・校章と同等

に、「飯豊町立いいでの森学園」開校までの間の極小規模学校・複式学級解消の緊急的・段階的

な措置としての統合であること）。

2. 経営方針等には、「３校の児童が仲良く過ごす。協働して学ぶ。切磋琢磨し合う。等」、児童の

関係性をよくしていくような内容を加味します。

3. 保護者・地域部会で検討する「地域で残したい活動」について、８年度第二小学校教育課程へ

の反映を検討します。

なお、３校児童の交流活動の充実に

関して、本年度の「めざみ学習」の計

画の紹介がありました。

◀ 昨年度の

めざみ学習


